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山梨県第二種特定鳥獣（ニホンジカ）管理計画（案）の概要 
 

１ 計画策定の目的及び背景 
   今般の鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律の改正に伴い、法施行をもって現行

の第２期特定鳥獣（ニホンジカ）保護管理計画は効力を失うことから、ニホンジカの生
息数を適正な水準に減少させ、又はその生息地を適正な範囲に縮小させるため、新たに
第二種特定鳥獣（ニホンジカ）管理計画を策定する。 

 
２ 計画の期間 
   平成２７年５月２９日～平成２９年３月３１日 
 
３ 管理が行われるべき区域  

県内全域 
   
４ 現 状 
（１）生息動向 

・近年、人による土地利用度が高い盆地や積雪の多い高標高域など従来ニホンジカの生
息に適さなかった環境にも生息域が拡大 

・階層ベイズ法による本県の個体数推定結果：  平成 24 年度末 69,917 頭（公表） 
（２）農林業等被害の状況 

・造林木の枝葉食害や樹幹部の剥皮害及び野菜や果樹の食害、水稲などの踏み荒らしな
どの農林業被害は近年 200 百万円前後で推移 

・平成 25 年度は前年度より減少し、244 百万円 
・南アルプス国立公園などにおいては、シカによる食圧・踏圧による自然植生への影響
が顕在化 

（３）捕獲等の状況 
・シカの捕獲数は年々増加し、平成 25 年度は 11,181 頭を捕獲し、メスジカの捕獲数も
雌雄不明を除き、5,580 頭と初めて半数超え 

 
５ 管理の目標 
（１）農林業被害の軽減 
（２）生物多様性の保全と再生 
（３）県内のシカ地域個体群の安定的存続 
 
６ 目標を達成するための施策の基本的考え方 
（１）計画対象区域のゾーニング 

・農林業ゾーン(標高 1,000m 未満の地域) 
・共生ゾーン(標高 1,000m 以上で鳥獣保護区及び特別保護地区以外の地域) 
・生態系保全ゾーン(標高 1,000m 以上の鳥獣保護区及び特別保護地区に含まれる地域) 

（２）計画対象地域ごとの管理方針 
・農林業ゾーン 

農地周辺でのシカの定着を解消し、農林業被害を軽減することを目標に、市町村等
地域が主体となって被害防除対策と個体数調整を中心に管理事業を実施  

・共生ゾーン 
シカの主な生息域と位置付け、植生とのバランスを保ちつつシカ個体群を安定的に

存続させることを目標に、県が主体となって、森林整備等による生息環境整備と個体
数調整を連携して管理事業を実施 

・生態系保全ゾーン 
シカの生息密度を低減し、林床植生を早急に回復させることを目標に県又は国が主

体となって個体数等管理事業を実施 
                          

 
７ 数の調整に関する事項 

国の階層ベイズ法による本県シカの個体数推定の結果 69,917 頭（平成 24 年度末）を
基数とし、シカの生息数を国と同様平成 35 年度までに半減（平成 23 年度比）すること
とし、その後、適正生息数 4,700 頭まで減少させることを目標に個体数調整を実施 
なお、上記目標は、次期計画策定時に個体数調整の進捗状況等を検討し、必要に応じ

て変更 
（１）狩猟 
  ・メスジカ捕獲の優先 

・特例休猟区制度の導入（休猟区でのニホンジカの狩猟が可能） 
・狩猟期間の１ヶ月延長（11/15～2/15 → 11/15～3/15） 
・１日当たりの捕獲上限を緩和し、オス、メスとも無制限 
・冬期におけるくくりわなの輪の直径の規制緩和（ツキノワグマが冬眠に入るであろう
時期から狩猟が終了するまでの期間に限定：12cm→20cm） 

（２）有害捕獲 
  ・市町村は、農林業ゾーンにおいて、被害が現に生じている場合だけでなく、そのおそ

れがある場合においても有害捕獲を積極的に実施 
（３）管理捕獲 
  ・農林業被害軽減目的の管理捕獲：農林業ゾーンにおいて、市町村等が実施 
  ・自然植生回復目的の管理捕獲：生態系保全ゾーン・共生ゾーンにおいて県又は国が実 

施 
・指定管理鳥獣捕獲等事業：生態系保全ゾーンのうち、特にシカの生息密度が高い地域
において県が実施 

 
８ 生息地の保護及び整備に関する事項 
（１）生息環境の保護 

・現在、指定されている鳥獣保護区の継続に努めるが、著しいシカの高密度化等による
植生劣化等が発生している地域における鳥獣保護区について、指定区域の見直し等を
検討 

（２）生息環境の整備 
・共生ゾーンにおいて、県有林を中心に人工林の混交林化 
・森林整備等による生息環境整備と個体数調整の一体的実施 
・シカ個体数の増加を防止するため耕作放棄地等の解消 

 
９ 被害防除対策 
（１）農林業被害対策 
  ・シカの侵入を防ぐ防護柵の設置の推進 
・樹幹部の剥皮害防止のための、防護ネット等による保護の推進 

（２）自然環境に対する被害対策 
・植生防護柵の設置等 

（３）地域での自立的かつ総合的な取組の促進 
  ・市町村等による防護柵の設置など、地域全体の被害を軽減する被害対策の実施 
・県による市町村等が実施する被害対策への支援・助言、地域リーダーの育成等 

 
10 計画の実施体制 
（１）行政、農林業者、地域住民、農林業団体、狩猟者団体等の連携 
（２）地域野生鳥獣被害対策連絡会議 
（３）ニホンジカ保護管理検討会    
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１ 計画策定の目的及び背景 

本県では、平成１７年３月に特定鳥獣保護管理計画(ニホンジカ)を策定し、

ニホンジカ保護管理事業を実施してきたことに、一定の成果は得られたものの、

鳥獣保護区内等における高密度化による森林生態系への影響の深刻化、農林業

被害の恒常化や、亜高山帯及び亜高山帯から高山帯への移行エリアにおける自

然植生への経年的な採食圧が見られている。このような状況を踏まえ、平成２

４年度以降においても引き続き、被害防除対策、個体数調整、生息環境整備等

の事業を多様な実施主体により総合的に講じるとともに、モニタリングによる

科学的な評価に基づく保護管理事業を推進するため、第２期特定鳥獣（ニホン

ジカ）保護管理計画を策定し、取り組みを進めてきた。 

こうした中、平成２６年５月に鳥獣保護及び狩猟の適正化に関する法律の一

部が改正され、これまでの保護のための管理から積極的な管理（鳥獣の生息数

を適正な水準に減少させ又はその生息範囲を縮小させること）に向けて、計画

体系の見直しが行われた。 

今般の鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律の施行をもって、

現行の第２期特定鳥獣（ニホンジカ）保護管理計画は効力を失うことから、ニ

ホンジカの生息数を適正な水準に減少させ、又はその生息地を適正な範囲に縮

小させるため、新たに第二種特定鳥獣（ニホンジカ）管理計画を策定する。 

 

２ 管理すべき鳥獣の種類 

ニホンジカ（以下「シカ」という。） 

 

３ 計画の期間 

法令上の理由から、上位計画である第１１次鳥獣保護管理事業計画を勘案し、

次のとおりとする。 

平成２７年５月２９日～平成２９年３月３１日 

 

４ 第二種特定鳥獣の管理が行われるべき区域 

シカの分布は全県的に認められることから、管理が行われるべき区域は県内

全域とする。 

(1)管理地域区分 

これまでの種々の調査の結果、本県に生息するシカの生息状況は全県一様で

はなく、被害状況等も地域により異なっている。したがって各地域の実態に応

じた保護管理を進めるため、シカ生息地の地形的特徴、シカの生息状況や農林

業被害の発生状況に基づき、シカの分布域を以下の３つの地域に区分する。 

 




